
第８７回定期株主総会への質問      
 

 

社員株主として「沖電気が再生し、株主配当のできる企業」になるには何が必要なのか。

職場で仕事をしているものとして、感じている問題を質問させていただきます。 
 

これまでの沖電気のリストラ（構造改革）は人件費削減などの費用がかさみ効果が出ず、

財務を圧迫して赤字になる。その結果またリストラの繰り返しになっています。研究開発や

設備投資も利益に有効に結びつかず、０１年からの累計は約５０００億円の投資になるが、

営業利益は８８１億円に留まり新製品の開発は進んでいません。 

従業員の働く環境は悪化が続き、沖電気の賃金は電機各社と較べて低く、生活保護基準並

みの最低賃金保障で働く労働者もいます。長時間労働が慢性化し、蕨のシステムセンタでは

午後８時以降に退社する従業員が３８％に達しています。沖電気から関連企業に出向中の従

業員が過労自殺に追い込まれた事件は、沖電気労使の安全配慮義務意識の希薄さが証明され

ているのではないでしょうか。また、リストラの柱のひとつである、企業形態の施策が分社

化方針から統合・再編へ変転して職場・住居変更で安心して仕事ができない状態が続いてき

ました。人員の余剰感がなく多忙な職場で繰り返された人員削減の穴埋めは、使い捨て・不

安定雇用の非正規従業員で代替することが常態化しています。  

もはや沖電気の製造現場の主力は非正規労働者になっているといってもいいのではないで

しょうか。こうした職場の実態からしても、非正規従業員の正規社員化は避けて通れない企

業の社会的責任ではないでしょうか。 

 沖電気の労働者を犠牲にしたリストラは完全に失敗したと見るべきではないでしょうか。

１９９２年からの２０年間リストラは、リストラ費用１４４４億円を費やしたが１０回の赤

字決算がその証しであると思います。 

これまで経営トップもいってきた「人こそ最大の資産」であるという理念に立脚した、労務

管理の転換なしに再建は不可能であると思います。 
 
 

1. 経営戦略と経営計画について 

 
ＯＫＩの再生には、これまでの経営のあり方をきちんと総括し、経営の基本方針をどこに置

き、舵取りをしていくのかが問われているように思います。短期的な利益創出のみにこだわ

り先細りの経営にならないように、中・長期的な展望にたった経営戦略と経営計画が求めら

れていると思います。 

 

（１）企業の再生には「売上拡大」が柱にならなければならないと思いますが、中期経営計

画の経営の基本方針として掲げてきた「売上拡大に依存せず、確実に利益を上げる事

業構造を構築。全体最適の視点でコスト削減策を実施」という方針の変更は変わって

いないのでしょうか。 

 

（２）ＯＫＩの経営状況に対する日経新聞のコメントに「12 年 3 月期もプリンタ事業の伸び

は鈍く、紙使用量の削減で消耗品需要も伸び悩みそうで、円高の影響も受け損益回復

ピッチも鈍い。ＡＴＭやＥＭＳ事業は底堅いが中長期に成長戦略描けない。縮小均衡

路線継続で恒常的なリストラ継続の懸念。単独路線での成長厳しく他社との連携強化

へ」という厳しい見方もされていますが、主力事業に対する成長戦略とその裏づけを

具体的に説明してください。 



（３）沖電気グループ従業員持株会は、賃下げなどの生活悪化の中で所有株数を２７０万株

も増加させています。１７２３万株の大株主第２位となり、沖電気の株価を下支えて

いますが、優遇処置を考えていないのですか。 

 

（４）A 種優先株式に対しては２０１２年３月期から約４％の配当が約束されています。普

通株の配当は５年間も配当ゼロですが、いつからの配当を計画しているのですか。 

 
（５）プリンタの研究開発費が０９年度の５８億円から１１年計画で２５億円と半減してい

るが、プリンタの将来展望はどのようになっているのですか。 
 
（６）沖電気の為替ルートの１１年度見込みは１ドル８５円となっているが、８０円で計画

すべきではないか。１円の円高での影響はどのようになりますか。 

 
（７）OKIセミコンダクタの関係、OKIのロゴの使用料契約が今年１０月に終了するが、現

在の使用料はいくらですか。また５００株（約４４億円）の今後の扱いはどのように

するのですか。 

 

2. 会社再生のために、従業員のモチベーションを引き上げる問題について 
 

川崎社長は「会社の再生には従業員のモチベーションをどう引き上げていくか」が課題で

あり、そのためには「従業員との信頼の回復に力を尽くす」と、前回の株主総会で答えら

れました。それをどう実現させていくのか、職場の実態を直視し早急な対策を取っていく

ことが求められています。 

 

（１）社長は今年ＯＫＩ創立１３０周年にあたり、ＯＫＩグループの原点である「進取の精

神」に立ち返り「明るく・楽しく・前向きに」をモットーに掲げています。しかし従

業員は、この間のリストラで生活も厳しく、精神的にも疲弊をしています。まずは、

労働債権として返済を約束した、６％の賃金カット分(02 年)の精算を即、行って従業

員に誠意を示して欲しいと思いますが、返済の時期を明らかにしてください。 

 

（２）沖電気の過去の社長の中には「優秀な技術者を得るには労働条件の改善が必要」とし

て特別に賃金改定を行ったことがあります。 現在の沖電気の３０歳の開発・設計部

門のモデル賃金は３００，１００円でパナソニック３２９，３００円など電機労連大

手１０社の中で最低となっています。賃金抑制で財務状態は改善しているが、従業員

のモチベーションは悪化している。緊急な対策をしないと経営にも悪影響が拡大する

とおもいますが、対策をお聞かせください。 
 
（３）成果主義制度はチームワーク力を壊し、技術・技能の継承などにも支障をきたす弊害

が電機各社においても明らかになっています。またグレードアップや昇格は年齢制限

がされているようで、成長やチャレンジの機会を、平等に与えることに反していると

の声も聞かれます。ＭＢＯ自体も形骸化され、結局は全体として人件費の削減のため

のものであることを感じてきており、仕事に意欲が出てこない状況があります。こう

した成果主義に対する見直しや廃止をすべきと思いますが、考えを聞かせてください。 

 
（４）ある職場では、昨年４月より前部署の上司により選別され外部転進専用のチームに異

動となっている人がいて、早期退職募集に応じず残留した社員は、仕事も与えられず

「求職活動」がビジネス目標に掲げられています。こうしたやり方は、パワハラであ



り法令順守を掲げる企業にあってはならないことです。早急に是正すべきと思います

が見解をお願いします。 

 

3. 健康管理と働く環境問題について 
 
昨年実施された早期退職優遇制度（希望退職）で 1,018 名の方が退職され、職場は慢性

的な人員不足で更に長時間過密労働にさらされています。精神的疾患や若年者の在職死

亡、長期療養者も後を絶ちません。従業員が心身ともに健康で働ける環境なしには、健

全な経営も再生もありません。 
 
（１）労働組合も「ＯＫＩグループが安定的収益企業となるためには、職場で働く皆さんの

モラール・モチベーションの維持・向上が重要であり、ワーク・ライフ・バランスの

実現が不可欠」と指摘していますが、この取り組みは一向に進んでいないのが実情で

はないでしょうか。何よりも重要なのは、総労働時間の短縮（長時間過密労働の解消）

をどう実現していくのかが問われています。具体的な対策案をお聞かせください。 

 
（２）ワーク・ライフ・バランスの実現に向けたひとつとして年休の取得があります。その

実態は１０年度の年休平均取得日数実績で 12.61 日（目標１４日以上）と逆に前年比

マイナス 0.78 と後退しています。組合の意識調査でも、年休については「年休を取得

したいにもかかわらず、取得できていない」５３．１％。理由は「業務が忙しいから」

が６１．６％、特に２０歳代後半、３０台の割合が高く、７０％を超えています。ワ

ークとライフのバランスが取れていないが４３．２％となっていて改善が見られませ

ん。自己の意識改革を強調していては解決ができないことは明確です。改善策をお聞

かせください。 

 
（３）過労自殺の労災認定問題は、会社の信用失墜・貴重な人材の喪失・特別弔慰金等の支

払いなどにより、株主に対して重大な損害を与えたと考えていますが、会社の認識を

お聞かせください。また、本労災認定を受けて、ＯＫＩ本体としての再発防止に取り

組んでいる具体的内容をお聞かせください。 

 
（４）沖ネットインテグレーション（沖ネット）は、労働基準監督署より「裁量労働制（HOP

ワーク制）」や「労働時間管理」などの問題で是正勧告を受けたと聞いていますが、具

体的な内容と改善策をお聞かせください。 

労働基準監督署の是正勧告を、同様のシステムをとっている沖グループすべての事

業所に改善を進める必要があると考えますが、沖グループとして適用する考えはある

のでしょうか。ないのであれば、その理由を具体的にお聞かせください。 

 
（５）厚生労働省衛生委員会の調査審議事項に「安全衛生に関する計画の作成、実施、評価

及び改善」に関することが記載されていますが、今回の労災認定を受けてどのような

対策を立てたのでしょうか、または立てる予定があるかお聞かせください。また、昨

年度の安全衛生に関する評価結果を公表していただきたい。 

 
（６）厚生労働省のメンタルヘルスケア指針の具体的進め方に労働者への教育研修・情報提

供がありますが、具体的にどのような方法で進めてきたのかお聞かせください。また、

今後どのような教育を進めていくのかお聞かせください。 
 
（７）労働者の心の健康管理に必須である事業場内の産業保健スタッフ（産業医、衛生管理



者等、保健師等）、心の健康づくり専門スタッフ（精神科・心療内科等の医師、心理職

等）が何名いるのか報告していただきたい。また、現状の要員で充足しているのかど

うか報告していただきたい。 

 
（８）生産現場では「立ち作業」が基本になっています。中には「静止の立ち作業」もあり

心身ともに負担が重く、品質の問題にも影響をします。以前、労働基準監督署から指

導が入り、仕事場にいつでも座れる椅子も設置されましたが、それも取り外されてい

るところがあります。早急に調査し改善をすべきと思います。またこうした過酷な作

業形態は見直すべきと思いますが、考えを聞かせてください。 
 
4. 非正規社員・雇用確保問題について 

 
 非正規社員は今やＯＫＩにとっては重要な戦力となっています。しかしおかれている環境

は厳しく、そこから来る矛盾が働く意欲や正社員とのチームワークにも悪影響を与えてい

ます。また、技術や技能の継承にとっても放置できない問題になっています。非正規社員

の待遇改善や正社員化の課題は社会的な責任としても解決が迫られています。 

  
（１）４半期決算時には臨時・パート従業員数が公表されていますが、通期・３月期の人数

をお知らせください。また、契約社員は正規従業員数としてカウントされているので

しょうか。契約社員を正規社員化に対する施策を持っていますか。 
 
（２）労働者派遣法では派遣が認められているのは「一時的・臨時的な業務に限定」「正規社

員の代替にしてはならない」とありますが、生産本部（本庄事業所）のＨＧＷ（ホー

ムゲートウェイ）では 70名の派遣社員採用を最終的に募集するとしております。そこ

には正社員が 4 名だけです。正社員を希望退職で削減し、それと引き換えに派遣社員

を大量に採用することは、法に抵触する恐れがあるのではないかと思いますが、見解

をお願いします。 

 
（３）生産部門では非正規社員の作業着（ユニホーム）は一着しか支給されていない職場も

あります。これから夏に向かって節電対策も行われる中で、替え着がないことは放置

できないことです。早急に対策をすべきと思います。 

 

5. 働く女性の環境改善問題について 
 

（１）女性の幹部社員登用が企業の活性化のためには必要だと考えられますが、沖電気の現

在の状態をお知らせください。 

 
（２）子育てしながら育児時間をとっている女性は、本来の業務からはずして名ばかりの「キ

ャリア開発チーム」に所属させ、人員の不足している部署に応援をさせている状態が

今も続いています。これでは子育てをしながら仕事に誇りを持ち続けることはできま

せん。改善を検討すべきです。 

 
２０１1年６月１８日 
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